
“
K
r
u
n
a
p
u
n
d
a
r
i
k
a
”
の
阿
彌
陀
佛
因
願
丈
に
つ
い
て
(
宇
治
谷

)

“
K
a
r
u
n
a
p
u
n
d
a
r
k
a
”
の
珂
彌
陀
佛
因
願
交
に
つ
い

て

宇

治

谷

砧

顯

一
 
梵
本

“
K
a
r
u
n
a
p
u
n
d
a
k
a
”
は
、
一
般
に
悲
華
・
経
十
巻
(
北
凍
、
道
襲
課
-
失

課
。

北
凍
、

曇

無
識
課

D

4
19
)
と
大
乗

悲
分
陀
利
輕

八
巻

(
秦
時
A
D

3
84
～
4
17

課
者

不
明
)

と
し
て
漢
謬

せ
ら

れ
て
い
る

と
こ
ろ
の
そ

の
梵

本
で

あ

つ
て
、
具

に
は

“
K
a
r
u
n
a
p
u
n
d
a
r
a
 
n
a
m
a
 
m
a
h
a
y
a
u
a
s
r
a
”

で
あ

る
。

い
ま
戴

に
私
が
圭
と
し
て
依

用
す
る

と
こ
ろ
の
梵

本
は
、

一
八
九
八
年
、

ca
ra
t
 ch
a
n
d
ra
 d
a
s
と

c
a
r
a
t
 ch
a
n
d
ra
 c
a
s
tri
に
よ

つ
て
、
印
度
、

カ

ル

カ

ッ
タ
に
於

い
て
公
刊
さ
れ
た
所
謂

カ
ル
カ

ッ
タ
本

(
以
下
C
本

と
稽
す

る
)

で
あ
る

が
、

こ
の
ほ
か
に
同
爲

本
と
し
て
傳

え
ら
れ
る
パ
リ
ー
國
立
圖
書
館

本

(
B
ib
lio
th
e
q
u
e
 n
a
tio
n
a
l
,
 
P
a
r
is
 p
h
o
to
g
,
 
b
y
 D
f

s
u
z
u
k
i
大
谷
大
學

圖
書
館
藏
ー

以
下
P
本
と
構
す

る
)
と
、

京
都
大
學
所
藏

(
以
下
K
本
と
構
す

る
)

の
二
窩

本
を
比
(較
参
照
す
る

こ
と
と
す
る
。

こ
の
梵
本
は
第

一
品

D
h
a
rm
a
ca
k
ra
p
r
a
v
a
rtta
 

(
韓
法
輪
品
)
、
第

二

品

D
h
a
r
a
n
im
u
k
 

(
陀

羅
尼
品
)
、
第

三
品

D
an
g
v
s
a
rg
a

(
大
施
品
)
、

第
四
晶

V
y
a
k
a
ra
n
a

(
授
記
品
)
、
第
五
品

D
an
a

(
檀
波
羅
密
(品
)

の
五
品

に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
た
問
題
と
す
る
阿
彌
陀
佛

の
因
願
は
、

そ

の
第
四

品

v
y
a
k
a
ra
n
a

の
初

に
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

二
 
課
題

の
所
在

さ
て
、

こ
の
因
願
文
に

つ
い
て
は

一
般

に
漢

繹
本
か
ら
し

て
、
無
量
壽
輕
所

訟
中
の
阿
彌
陀
佛
四
十
八
願
と
野
同
し
、
既
に
二
、
三
の
識
者
に
依
つ
て
彼
此

比
較
討
究
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
つ
第

一
に
斯
経
所
読
の
因
願
に
於
い
で

問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
願
事
の
内
容
と
そ
れ
に
關
聯
す
る
願
事
籔
で
あ
る
。

そ
れ
は

「壽
経
」
所
読
の
因
願
は
梵
、
藏
、
漢
共
に
願
事
が

一
定
の
言
詞
に
よ

つ
て
匿
劃
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
願
事
の
藪
、
及
び
内
容
に
つ
い
て
も
こ

れ
を
容
易
に
理
解
し
得
ら
れ
る
が
、
い
ま
悲
華
・輕
に
於
い
て
は
梵
、
藏
、
漢
共

(
1
)

に
願
事
間

に

一
定

の
匠
劃

が
な
く
、
概

し
て
言

え
ぱ

一
聯

の
散
文
膿
に
書
き
綴

つ
て
あ

る
こ
と
で
あ

る
。

そ
こ
で

K
a
ru
n
a
p
u
n
q
a
rik
a

(
C
本
)

の
因
願
文
を
現
存

こ
窩
本
に
照
合

し
て
整

理
按

配
し
、

ま
ず
梵
文

の
校
訂
が
施
さ
れ
ね
ば
な

ら
な

い
。
そ
う
す
る

こ
と
に
於

い
て
、

そ
こ
に
か
な
り
願
事

の
到
別

が
行

わ
れ
、
現
存
二
漢

謬
及
び

そ
れ
に
依

る
二
、

三
先
輩

の
研
究
成
果
に
野
し
て
若
干

の
異
同
、

差
異
が
見
出

し
得
ら

れ
て
、
所
謂
悲
華
経

の
阿
彌
陀
佛
因
願

の
當
相
を
把
握
し
得
る

こ
と
が

出
來
る
と
思
う
。

第

二
の
課
題

は
、

こ
う

し
て
得
ら
れ
た
悲
華
経

の
因
願
と
壽
経

U
k
h
a
v
a
-

ti
v
y
u
h
a
の
そ
れ
と

の
麹
比

で
あ
る
。

そ
こ
に
悲
華
・輕
因
願

の
特
性
が
見
出
さ

れ
、

そ
の
特
性

か
ら
類
推
す
る
本
経
成
立
上

の

一
面
的
解
答
が
與
え
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

三
 
梵
交
悲
華
・経

の
因
願

(
和
謬
及
校
訂
)
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斯

纒
に
於

い
て
無
量
壽
佛

は
如

何
な

る
燈
裁
を
以
て
、

如
何
な
る
願
事
を
誓

約

し
た
か
、
願
事
は
総
じ
て
幾
願

で
あ

つ
た
か
。

上
述
す
る
如
く
、

そ
こ
に
は

一
定

の
句
切
が
な
く
、
散
文
膿

に
書
き
蓮
ね

て
あ
る
か
ら
、

こ
の
黙

明
瞭
を
鉄

く
。

こ
れ
に
つ
い
て
、

望
月
博
士

(
浮
土
教

の
起
原

及

び
褒

蓬
)
、
加
藤
智
學

師

(
無
量
壽
纏
と
悲
華
輕

の
封
照

無
盤
燈

二
四
、
十

號
)

は
壽
経

に
な
ぞ

ら
え
て
、

一
賑
四
十
八
願

に
、
ま

た
西
尾
京
雄
師

(
國
課

扇
切
経
、
経
集
部

五
)

は
五
十

一
願
に
分
類

せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ

で
は
現
存
梵
本
は
如
何
に
匿
劃
せ

ら
る
べ
き
か
、

総
じ
て
悲
華
輕
所
説

の
誓
願
は

「
壽
経
」

の
そ
れ
と
は
若
干
趣

を
異

に
し
、
梵
、

藏
、
漢

三
者
共

に
大
鐙

に
於

い
て
擾
澤
土

の
諸
願

と
囁

法
身

(
自
徳

と
衆

生
化
盆
)

の
諸
願
と

の
二
郡

に
羅
列
的
に
分
劃
し
て
読
き

出
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
は

「
壽
輕
」
所
読

の
因
願
を
基
調
と
し
、
そ

れ
に
改
修
増

補

が
試

み
ら
れ
た
阿
彌
陀
佛
因
願

の
向
上
獲
展
を
物
語
る
も

の
で
あ

ろ
う

と
も

思
わ

れ
る
が
、

こ
の
と
こ
ろ
現
存
梵

本
は
次

の
如
き
表
現
に
於

い
て
、
匿
劃
表

示
が
な
さ
れ
て
い
る
。

A
 

im
a
n
i
 c
a
 b
h
a
g
a
v
a
n
 m
a
y
a
 sa
p
t
a
v
a
a
n
i
 
b
u
d
d
h
a
k
e
t
r

q
u
n
a
v
y
h
a
c
in
it
glh
 
y
a
t
ra
h
a
m
 b
h
a
g
a
v
a
n
 b
u
d
d
h
a
k
e
tr
e
 a
n

tta
ra
m
 
s
m
y
k
s
a
m
b
o
d
h

a
b
h
is
a
m
b
u
d
d
h
e
 (ta
tra
…
…
/
…
…
/

/

)

〔
而
し
て
、

世
奪

よ
、
わ
れ

に
よ
り
こ
の
七
年
聞
、
佛
國

の
功
徳
荘
嚴
が

思
惟
せ
ら
れ
た
り
。
世
奪
よ
、

わ
れ
は
そ

こ
な
る
佛
國

に
於

い
て
無
上
正

等

箆

を

誰

得

せ

ん

(
そ

の

と

こ

ろ

に

は

…

…

/
…
…

/
…
…

/
…
…

)
〕
以

上

綜

浮

土

願

B
 

e
v
a
m

r
u
p
e
n
a
h
 

b
h
a
g
a
v
a
n
 
b
u
d
d
h
a
k
s
e
t
r
e
n
a
r
t
h

/

t
a
v

d
a
h
a
m
 

b
h
a
d
a
n
t
a
 

b
h
a
g
a
v
a
n
 

b
o
d
h
is
a
t
t
v
a
d
u
s
k
a
r
a
c
a
r
y
a
m

c
a
r

y
e
 y
a
v
a
n
n
e
v
a
m

r
u
 P
a
i
r
g
u
n
a
ir
b
u
d
d
h
a
k
s
e
t
r
a
m
 
P
a
r
ic
o
d
h
a
,
 

y
is
y
e

/

e
v
a
m
a
h
a
m
 
(
b
h
a
q
a
n
t
a
)
 
b
g
a
v
a
n
 
P
a
r
 
H
s
a
k
a
r
a
m

k
a
r
is
y
e

/
t
a
t
a
h

p
a
c
c
a
d
a
n
u
t
t
a
r
 
s
a
m
y
k
s
a
m
b
o
d
h
i
m
a
b
h
i
,
 

s
a
m
b
h
t
y
e
/
(
…
…
m
e
/
m
a
/

)

〔
世
尊

よ
、
わ
が
希

ふ
と

こ
ろ

の
佛

國
は
か
く

の
如
し
、
大
徳
世
軍
よ
、

わ
れ
は
か
く

の
如
き
功
徳

を
以

て
佛

國
を
清

浮
な
ら
し
む
る
ま

で
は
、

菩

薩
難
作

の
行
を
行
ず

べ
し
。

大
徳
、

世
尊
よ
、

か
く

の
如

く
わ
れ
は
難
行

を
修

し
、
し

か

る

後

に
無
上
正
等
箆
を
得
ん
。

(
…
…

そ

の
わ
れ

に
と
っ

て

は

/
…
…
/
…
…
)

以

上

綜

法

身

願

そ

こ

で
、

い
ま

こ

の
願

文

二

大

分
劃

の
表

現

句

と

そ

れ

に
績

い
て

説

き

出

さ

れ

る
因

願

事

の
文

燈

と

を

仔
細

に
検

す

る

と
、

大
膿

に
於

い

て
次

の
如

き
標

識

が
見

出

し
得

ら

れ

る
。

A
 

y
a
tr
a
-
ta
tr
a
;
 
a
r
v
e
 ta
t
ra
 
sa
tt
v
a
s
;
 (
ta
tr
a
)
 
a
rv
a
s
a
tv
a
s

の
關

係

(
前

牛

撰

浮

土

願
)

例

○
 ta
tra
 
u
a
 
n
ra
y
a
sy
 U
rn
a
tir
y
a
g
y
o
n
i
r
 
n
a
y
a
m
a
-
o
k
a
h
 
y
e

c
a
 
sa
ttv
am

cc
y
a
v
a
y
e
y
u
s
t
e
 
m
a
d
u
r
g
a
t
a
v
u
p
a
p
a
d
y
e
y
u
h
/

O
sa
re
e
 ta
tra
 sa
t
a
h
 
s
u
v
a
r
v
a
a
 
b
h
a
v
e
y
u
h
/

則

ち
、

「
そ

こ
な

る
佛

國

に
於

け

る
…

…

そ

の
と

こ

ろ

に
於

い

て
は

云

々
」

の
關

係

で
あ

る
。

B
 

a
h
a

…

…

sa
m
y
a
k
sa
m
b
o
d
h
im
a
b
h
is

b
h
o
sy
e
-
m
e
/
m
a
m
a
;

b
o
d
h
ip
ra
p
t
a
s
y
a
 
m
m
a

の
關

係

(
後

半
、

擾

法

身

願
)

例
。

D
a
c
a
y
o
ja
n
a
sa
h
a
sr
a
cc
a
 m
o
 b
o
d
h
iv
rik
so
 b
h
a
v
et
…
…
/。

a
p
r
a
m
a
m
c
a
 
m
p
r
a
b
h
a
s
y
a
t
…
…
/

則
ち
、
「
正
昼

を
得

る
で
あ
ろ
う
…
…

そ
の
わ

れ
に
と

つ
て
は

云

々
」

の

關
係
で
あ
る
。

“
K
a
r
u
p
u
n
d
a
k
a
”
の
阿
彌
陀
佛
因
願
丈
に
つ
い
て
(
宇
治
谷

)
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“
K
a
r
u
n
a
p
u
n
d
a
k
a
”
の
阿
彌
陀
佛
因
願
丈
に
っ
い
て
(
宇
治
谷

)

(
2
)

そ

こ
で
、

い
ま
右
記
に
依
る
文
章
構

成
上

の
標
識
を
目
當
と
し
、

テ
キ

ス
ト

の
指
示
す

る
匿
切
線
を
白
紙
に
還
元
し
て
、
殊
更
文
意
文
勢
上

の
過
誤
に
陥

ら

な

い
程
度
に
匠
劃

分
課
を
試
み
る
と
家

下

の
如

く

で
あ

る
。

(
但
し
和
課
拉

に

(
3
)

校
訂
梵
丈
は
飴
白

の
關
係

に
よ
り
割
愛
し
別

の
機
會

に
報
告
す

る
)

1
、

無
三
悪
趣
不
堕
悪
趣
、

2
、

悉
皆

金
色
、

3
、
人
天
無
異
、

4
、

悉
知

宿

命
、

5
、
天
眼
見
佛
、

6
、
天
耳
聞

法
、

7
、
具
他
心
智
、

8
、
善
具
神
『足
、

9
、

無
我
我
所
、

10
、

得
(不
退
韓
、

11
、

悉
皆
化
生
、

12
、

無
有
女
人
、

13
、

衆

壽
無
量
、

14
、
無
不
善
名
、

15
、

無
臭
香
満
、

16
、

三
十

二
相
、

17
、

一
生

補
腱
、

18
、

供
養

諸
佛
、

19
、

皆
読
佛
藏
、

20
、

具
那
羅

延
力
、

21
、

不
能
知

蕪
嚴
、

22
、
逮

無
磯
辮
、

23
、
菩
薩
身
由
旬
漂
光
現
土
、

24
、
常
修
梵
行
、

25
、

天
敬
根
具
、

26
、
得
受
喜
樂
、

27
、

積
集
善
根
、

28
、
著
壌

色
服
、

29
、

善

分

別
定
、

30
、
随
欲
蕪
嚴
、

31
、
至
定
見
佛
、

32
、
如
他
化
天
、

33
、
無
山
土
海
、

34
、

無
憐
障
聲
、

35
、

無
苦
難
聲
、

36
、
樹

下
成
道
、

37
、

光
明
無
量
、

38
、

壽
命
無
量
、

39
、
菩
薩
無
藪
、
無
有

二
乗
、

40
、
諸
佛
構
揚
、

41
、
聞
名
牲
生
、

42
、

臨
終
現
前
、

43
、
随

意
聞
法
、

碍
、
聞
名
得
忍
、

45
、

滅
後
得
忍
、

46
、

聞
名
韓
女
、
卯
、
滅
後
轄
女

(計
四
十
七
願
島

(
彌
総
難

)

四

爾
漢
課
と

の
圭
な
る
差
異

一
、
そ

こ
な
る

一
切
衆

生
は
生

の
念
あ
り
得

ん

(
梵
本
第

四
願
)

無
識
鐸

「
人
天
無
別
皆

得
六
通
、

以
宿
命
通
、

乃
至
得
知
百
千
萬
億

那
由

他
劫
宿
世
之
事
」

秦

課

「
願
其

中
衆

生
、
皆
自
識
過
去
億
那
由
他
百
千
億
宿
命
」

と
あ

つ
て
、

「秦
繹

」
は
概

ね
梵

本
と
封
同

す

る

が

「
無
識
澤
」
は
前
願

の

「
人
天
無
別
」

の
願

と
合

し
て
、
読
く

と
こ
ろ
そ

の
詳
細
を
得

て
い
る
。

二
、
悉
皆
化
生

(
(梵
本
第
十

一
願
)

と
無
有
女
人

(
梵
本
第
十

二
願
)
は

「
秦

課

」
に
於

い
て
勢
同
す
る

が
、
「
無
識
謬
」
は
そ

の
順
序
謙
封
。

む

 

し

し

も

し

三
、
一
々
の
菩
薩
身
量
百
千
由
旬
に
し
て
…
…

(梵
本
第
二
十
三
願
)

無
識
謬

当
一
々
菩
薩
所
坐
之
樹
枝
葉
遍
滴
一
萬
由
旬
」

秦

課

「願
令

一
々
菩
提
樹
高
千
由
旬
…
…
」

と
あ
つ
て
、
漢
課
二
本
共
に
菩
提
樹
高
と
す
る
が
、
こ
れ
は
掘
法
身
願
當
初

に
も
出
つ
る
か
ら
、
梵
本
の
菩
薩
身
量
に
從
う
。

四
、
三
昧
の
獲
得
に
あ
つ
て
諸
佛
に
親
近
す
る
を
得
、
乃
至
菩
提
際
に
ま
で
随

見
せ
し
め
ん

(梵
本
第
二
十
九
願
)

無
繊
謬

「
乃
至
成
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
、
於
此
三
昧
無
有
退
失
」

秦

謬
(
「乃
至
菩
薩
菩
提
際
未
嘗
不
見
」

と
あ
り
、

「
無
識
繹
」
に
は
、

一
見

す

る

と
三
昧

に
於

い
て
退
出
な

し
と
誤

讃
さ
れ
易

い
が
、

こ
の
と

こ
ろ
梵
本
及
び

「
秦
謬
」

に
照
合
し
て
み
る
と
三

昧
力

の
故
に
、

諸
佛
随

見
に
退
出
す

る
こ
と
な
し
と
讃
ま
る
べ
き

で
あ

る
。

五

梵
文
當

相
よ
り
す
る
第

二
の
課
題

へ
の

一
部
前
提
資

料

如
上
、
さ
き
に
私
が
提

示
し
た
第

一
の
課
題

に

つ
い
て
、
若
干

の
ア

ル
バ
イ

ト
を
試

み
た

の
で
あ
る
が
、

思
想
的
に
興
味
が
あ
り
、

且

つ
重
要
で
あ

る
と
思

わ
れ
る
も

の
は
、

や
は
り

第

二
の
課
題

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
に

つ
い

て

の
詳
細
は
、

こ
の
際
紙
撒

の
制

限
上
、

報
告
し
得
な

い
が
、
た

ゞ
戴

で
、

そ

の

一
部
前
提
資
料
と
し
て
眺
め
て
置
き
た

い
こ
と
は
、
S
u
k
h
a
v
a
tiv
y
u
h
a
と

K
a
u
n
a
p
u

a
r
k
a

と

の
關

係
に

つ
い
て
、

圭
と
し
て
後
者

の
梵
文
願
事

の

鐙
裁
か
ら
類
推
す
る
と
、

ど
う
も
前
者

の
願
事
が
基
調
と
な

つ
て
、
よ
く
整
理

按
配
せ
ら
れ
、

し
か
も
そ
れ
に
際

し
て
は
そ

こ
に
読
か
れ
る
願
事
籔

に
ま
で
符

合
せ
し
め
ん
と
し
た
斯
経
類
者

の
意
圖
す

る
若
干

の
臭

が
窺
わ
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

そ

の
理
由
は

「
悲
華

輕
」
が

「壽
経
」
願
事
中
よ
り
敏

除
せ
る
願
事
は
、
植

諸
徳

本
、
供
具

如
意
、
諸
佛
納
受
、

智
辮
無
窮
、
華

雨
樂

雲
、
鯛
光
柔
軽
、

受
樂
無
染
、

生
愈
貴

家
、
得

三
法
忍
の
計
九
願
事
で
あ
る
が
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こ
れ
に
補
す
る
に
、

悉
皆
化
生
、
無
有
女
入
、

如
他

化
天
、

無
山
土
海
、

無
憶

障
聲
、

無
苦
難
聲
、

樹
(下
成
道
、

滅
後
得
忍
、
滅
後
韓
女

の
九
願
事
を
以

て
し

た
こ
と
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、

こ
の
補
足
願

の
中
で
、

い
さ

ゝ
か
奇
異

に
思
わ

れ
る
の
は
、

最
終

の

「滅
後
得

忍
」
と

「滅
後
韓

女
」

の
二
願
事

で
あ
る
。

望

月
博
士
は
、

こ
れ
は
佛

の
在
世

の
得
釜
を
滅
後

に
ま
で
均
露

せ

し

め
、
「
得
三

法
忍
」
と

「
韓
女
成
男
」

の
二
願
意
を

一
厨
蹟

大
強
調
し
た
も

の
で
あ

る
と
言

わ

れ
る
。

無
論
、

思
想
内
容
的

に
言

へ
ば
、

ま
さ
し
く
そ
れ

に

違

い

は

な

い

が
、
考
え
よ
う
に
依

つ
て
は
、

別
し
て
こ
の
二
願

の
み
を
取
り
立

て
て
滅
後

の

得
盆

に
ま

で
引
き
伸
す

必
要
も
な
く
、

敢
て
滅
後

の
得

釜
に
ま
で
願
意
鑛
大

し

よ
う
と
す
れ
ば
、

な
お
重
要
な
願
事
は
ま
だ
他
に
も
相
當
見

出
し
得

ら
れ
る

の

で
は
な

か
ろ
う

か
。

そ
こ
で
、

こ
の
あ

た
り
の
と
こ
ろ
を
上
述
梵
文
自
鐙

の
當
相

か
ら
眺
め

て
み

る

と
、
在
世
、
滅
後

の
各
二
願
事
は
、

そ

の
内
容

に
於

い
て
殆

ん
ど

一
致
す
る

よ
う

で
あ
り
、

た

ゞ
願
事
冠
頭

の

“
b
o
d
h
ip
r
a
p
ta
y
a
 c
a
 m
e
”
が
“

p
a
r

n
irv
r

sy
a
 c
a
m
e
”
の
詞

に
置
き
換
え
ら
れ
て

い
る
に
す

ぎ
ず
、

使

用
語

及

び

そ
の
願
意
に
於

い
て
は
な

ん
の
差
異
も
見
出
し
得

ら
れ
な

い
。
願

文
中
に
於

い
て
、
強

い
て
差
異

を
墨
げ

る
な
ら
ば
、

在
世

の
得

釜
に
於

い
て

は
“
g

a
-

u
a
tik
ra
n
te
 

k
a
p
e
”

の
詞
を
掲
げ
て

い
る
程

度
に
す

ぎ
な

い
。
な
お
、

こ
の
と

こ
ろ
を
(梵
文

に

つ
い
て
仔
細
に

調

べ

て

み

る

と
、
最
終

の

「韓
女
成

男
」

の
願
で
あ

る
が
、

在
世
得
盆
願

の
“
g
a
n
a
n
a
t
i
k
r
a
n
t
u
 
b
u
d
d
h
a
k

s

tre
”

の
個
塵

が
、
滅
後

得
盆

の
そ
れ
に
於

い

て

は
“

g
a
n
a
n
a
t
i
k
r
a
n
t
u

k
a
p
e
su
 g
a
n
a
n
a

k
ra
n
t
”

と
な

つ
て
、
“
g
a
n
a
n
a
tik
ra
n
ta
”
の
詞
が
取

り
残
さ
れ
て

い
る
よ
う

な
感

が
す

る
。

こ
の
詞

は

頗

者

の
意
向

で

は
、
次

の

“
y
o
s
t
r
i
y
o
”
に
摺
け
た
形
容
句
の
如
く
思
わ
れ
る
が
、
前
願
「
得
三
法
忍
」

の
滅
後
得

釜
に
於

い
て
“
g
a
n
a
n
a

k
ra
n
t
e
s
u
 
k
a
l
p
u
 
(
P
a
c
c
a
d
)
g
a

n
a
-

n
a
t
r
a
n
t
u
 
b
u
d
d
h
a
k
t
r
e
s
u
”

と
あ
る
の
を
、

そ
の
儘
、

爲
し
と
ら
ん

と
し
た
際
、
“
b
u
d
d
h
a
k
t
r
”
を
不
注
意

の
故

に
脱
落

し
た
か
、

或
は
特

に

「
轄
女
成
男
」

の
願
に
於

い
て
は
、
在
世

の
得

釜
に
“
g
a
n
a
n
a
tik
ra
u
te

b
u
d
d
h
a
k
se
tr
e
s
”

を
、
滅
後

の
得
(盆
に
“
g
a
a
n
a
t
i
k
r
a
n
t
e
s
u
 
k
a
i
p
u
”

を
各
別
に
配
合
せ
ん
と
し
て
、
後

者
に
於

い
て
は
“
g
a
n
a
n
a
t
ik
ra
g

u
”
を

二
度
書
き
下
し

て
終
う
た

の
で
、

こ
れ
を
“
g
a
n
a
n
a
tik
r
a
n
ta
”
、と
、

そ

の
場

で
女
性
、

圭
格
に
語
尾
攣
化
せ
し
め
、
次

の
“

s
triy
o
”
と
同
格
な
ら
し
め
よ

う

と
し
た
頚
者

の
ナ
イ
ー
ブ
は
或
種

の
根
跡

が
認

め
得

ら
れ

る

か

ら

で
も

あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、

梵
本

一
部

の
膿
裁
か
ら
類
推

し
て
見

る
と
、
斯
輕
頚
者
が

阿
彌
陀
佛
因
願
を
頚
す
る
に

當

つ
て
、
S
u
k
h
a
v
a
ti
v
y
u
h
a

所
読

の
因
願
を

基

調
と
し
、

し
か
も

こ
れ
を
よ
り
良
く
整
理
按
配
し
つ

ゝ
、
ど
う

や
ら
最
後

の

と
こ
ろ
ま

で
爲

し
と
つ
て
來

た
が
、

愈

々
終
末

に
近
づ

く
と
、
梵
文

「
壽
経
」

の
願
事
数

に
符
合

せ
ず
、

些

か
物
足
り
な
さ
を
感

じ
た
彼

が
、

こ
れ
を
補
う
可

く
最
絡

の
二
願

「聞
名
得
忍
」
と

「
聞
名
轄

女
」
を
し
て
、

在
世

と
滅
後

の
各

二
願

宛
に
夫

々
分
劃

配
當

し
た
も

の
で
な
か
ろ
う

か
と

の
推

定
が
な

さ
れ

る
か

ら

で
あ
る
。

1
 
但
し
現
存
梵
本
は
願
丈
中
に

一
鷹
句
切
線
が
與
え
ら
れ

て
い
る
が
、

仔

細

に
検
す

る
と
、

そ
れ
と
て
竜
願
意
拉

に
丈
勢
上
か
ら
見

て
、
妥
當

を
歓

い
て

い
る
む
き
竜
多

分
に
見
出

し
得
ら
れ

る
。

2
 
漢
課

ご
本

に
つ
い
て
は
、
「
無
識

誰
」

に
於

い
て
、
極

め

て
曖
昧

で
あ

る
が
、

「
秦
課
」
は
そ

の
説
相
、
梵
本

と
か
な
り
封
同
す

る
よ
う

で
あ

り
、

大
禮
、

(
A
)

の
場
合
は

「
願
其

中
」
「
使
其
申
」
、
(
B
)

の
場
合
は

「
使

我
」
「
令
我
」

の
如
き
標
識

が
輿
え

ら
れ
て
い
る
。

3
 
梵
丈
訂
正

の

一
部

(
以
下

の
序

列
願
藪

は
本
稿

の
願
事
分
劃

に
依

る
)

○
 第

一
願

(
a
)
 y
a
t
ra
 (
C
本
、
P
本
、
K
本
共
)

と
あ

る
は

tra

に

“
K
a
r
u
n
a
p
u
a
r
i
k
a
”
の
阿
彌
陀
佛
因
願
丈
に
つ
い
て
(
宇
治
谷

)
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“
K
a
r
u
n
a
p
u
d
a
k
a
”
の
阿
彌
陀
佛
因
願
丈
に
つ
い
て
(
宇
治
谷

)

訂

正
。

(
b
)
 n
ira
y
a
stu
rn
a
 (
C

本

)
、
n
i
r
a
y
o
 
s
y
u
m
a
 
(
K

本
)

は

n
a
y
a
h
 
s
y
u
r
n
aと

み

る
。

(
c
)
 ch
r
a
v
a
y
e
y
u
s

(
C

本
、

P

本
、

K
本

共
)

と

あ

る
は

c
y
a
v
a
y
e
y
u
s

に

訂

正
。

o

第

五
願

(
d
)
 
sth
a
n
t
p
 
y
a
p
a
y
a
n
t
p
 
d
e
a
y
n
a
h
 

(
C
本

)

は

K
本

に
あ

り

tisth
a
tg
 
y
a
p
a
y
a
t
,
 d
e

a
y
a
ta
h

(p
1
.
 ac
c
)

と
す

る
。

。

第

七
願

(
e
)
 te
m
 
c
a
 
b
u
m
a
 
k
o
i
n
i
y
u
t
a
t
a
s
a
h
a
s
r
a

(
C

本
)

は

y
a
t
te
sa
rh
 ba
h
u
k
o

n
iy
u
ta
ca
ta
sa
h
.

a
s
ra

(
K

本
)

に

依

る
。

。

第

九
願

(
f
)
 a
n
ta
t
a
h
 
(
C

本

)
、
a
n
ta
g
a
t
a
h
 (
K
本

)

と
あ

る

は

a
n
t

a
h

に
訂

正
。

o

第

十

一
願
 

(
9
)
 sy
u
n
a
h

(
P
本

)

と

あ

る
は

誤
爲
。

○

第

十

五
願
 

(
h
)
 b
h
a
g
a
v
a
n
 
g
h
a
n
e
n
a

(
C

本

)
、
b
h
a
bq
a
v
a
d
-

g
a
m
d
h
e
n
a
ta
 
(
P

本
)

と

あ

る

は
、

g
h
a
a

h
e
n
a

(
K
本

)

に
從

う
。

・

第

二
十

三

願

(
i
)
 sa
m
a
m

te
n
a

(
C

本
)

と

あ

る
は
、

s
a
m
a
n
a
,
 

e
n
a
 (
K

本

)

に
從

う
。

。

第

二
十

九

願

(j

)
 b
o
d
h
ip
a
r
y
a
n
t
n
 
n
a
n
u
p
c
y
e
y
u
h
 

(
C

本
)

は

b
o
d
h
ip
a
r
y
a
n
t
e
n
a
 
a
n
u
p
a
c
y
e
y
u
h

に

訂

正
。

。

第

三
十

六

願

(
k
)
 n
is
a
n
a
c
c
a
s
a
m
e
k
a
m
k
a
 (
C
本

)

と

あ

る

は
、

n
a
n
c
a
h
a
 
e
k
a
m
k
n
a
 

(
K

本

)

に
從

ふ
。

o

第

三
十

八
願

(
1
)
 S
r
v
a
j
e
n
a
 
j
a
n
e
n
a
 
(
C

本

)
、
sa
r
v
a
ja
n
a

(
P

本

)

は
、

s
a
r
v
a
j
a
e
n
a
と
見

る
。

○

第

四
十

一
願

(
m
)
 p
a
rin
a
v
a
n
a
m
 
(
C

本
)

は
 
P
a
r
in
a
m

a
n
a
m

(
P

本
、

K

本
)

に

從

う
。

。

第

四
十

四
願

(
n
)
 b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
n
a
d
h
y
e
y
 
(
C

本
)

は
、

b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
 
m
a
m
a
 
n
a
m
a
d
h
e
y

に
作

る
。

(
o
)

テ
キ

ス
ト

に

駅

く

竜
、

trit
y
a
m
c
a

を

挿

入

す

る
。

。

第

四

十

七

願

(
p
)
 g
a
n
a
n
a
tik
ra
n
ta
 (
C

本

)

は

g
a
n
a
n
a
t
ik
ra
n

te
su
 
b
u
d
d
h
a
k
se
tr
e
su

と
補

足
訂

正

す

る
か
、

若

し
く

は

削

除

す

る
。
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